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論文内容要旨

 秋田地方の地質は主として新第三紀層よりなり,非鉄金鶴齢よび石油・天然ガスなど鉱産資源に

 めぐまれている関係から新第三紀層についての地質学的調査研究は古ぐから多ぐの人々によって進

 められてきた。

 秋田沿環地帯は,新第三紀を通じて造構造運動がくりかえされたところで全体として褶曲構造地.
 帯に属している。かような複雑な構造をもつた新第三紀層を基盤として形成された第四紀層は他の

 安定地帯と異なった生成状態を示している。したがって第四系の生成過程の究明は興味ある研究対
 象である。

 この研究は第四系層序の細分にいたる前の問題として,第四系積成の場,すなわち新第三紀屠侵

 蝕面の把握と,そこに積成された堆積過程を究明し地方的特性を明かにすることに硯究の主目的を
 おいた。

 研究の対象とした地域は雄物川河口から米代川河口にいたる海岸地帯の第四系であるが,この範

 囲には男鹿半島東部や,八郎潟が含まれ今後の土地利用の面からも重要な地域である。従来,主と

 して陸域の第四系を対象とした研究範囲を秋田湾,能代沖などの海底地質,八郎潟或などの湖底地質
 を研究の対象として地質学的解明につとめた。

 第闘系洪積統潟西層の地表露頭の観察は限られて参り,沖積屡や低平地に諭ける潟爾層侵蝕面,

 第三三紀層侵蝕面の深さお・よび侵蝕面の地質などについてはボーリング資料による調査方法が最!も有
 効である。幸いに本地域にぱ石油・天然ガス鉱床の探査・開発のためのシヨツトホ…ル,試掘齢よび
 採掘のための坑井,八郎潟干拓工事関係の孔井,能代・秋田湾臨海地帯にむける地盤調査の乳井冷

 よび海域に冷ける地盤冷よび砂層調査のための各種の孔・坑井資料など比較的豊富にえることがで

 きた。さらに海域に齢ける音波探査によって海底地形,第三紀層の露岩状況,音波特性による第三

 紀層の区分,地層の走向・傾斜・構造および第四紀の新期堆積物の堆積状況の把握が可能である。

 脇本沖海底の潜水による観察,海底からの貝イヒ石の採取の億か,米代川河口,雄物川河口に冷ける

 沿犀底流の調査資料や,八郎潟の西北岸冷よび南西犀の両連砂洲にお・ける砂丘砂の粒度分布,砂丘

 列の方向,砂丘砂中の腐植土,これに包含されている遺跡・遺物等から砂丘のでき方冷よび時期に

 ついて検討し,さらに潟西層中の泥炭中の花粉分析から地層生成時の古地理環境について考察した。

 以上の方法により第三紀層侵蝕面の深度,侵蝕面の地質,従来とかぐ関連づけの困難であった陸・

 潟・海域を総合した地域に分ける第三紀末以来の地質的諸問題の解明と,第四系の区分とその堆積

 状況,第三系の地質現象の現地形への反映等について考察をこころみた。

 秋田北部沿濠地帯に諭ける新第三紀層侵蝕面の形状は米代川河口から八郎潟中央部・船越水道を

 通り秋田港沖合に達する比較的深い南北方向を寓する帯状盆を呈し,その深度も米代川河口の一

 250卯を最深に,八郎潟北西部の一ioO班,船越水道付近の一150π冷よび秋田港口の一100πと

 なっている。新第三紀層侵蝕面の地質は,侵蝕面深度の比較的深い一70魏～一80卿以深において鮪

 川層が存在し,且つ,侵蝕面深度の深い米代川河口冷よび船越水道付近に論いては鮪川層の層厚が

 厚ぐなっている。地表にかける鮪川層は,・男鹿半島の脇本冷よぴ五里合地区に寿いで僅かにみられ

 る程度であるが,低平地下に沿いて非常に巾広ぐ分布していることが判明した。秋田湾の船越沖断
 層と男鹿中断腰間に論いては脇本向斜の心部に鮪川層,脇本沖背斜の心部に北浦層がみられる蔽か

 は脇本層となっている。男鹿中断層以西に齢いては脇本・北浦・船川の各層が分布している。能代
 沖に語いては,安腿沖に鮪川膚が陸から海域に延長しているほか,西から船川・北浦・脇本の各層

 がみられ,特に申川断層以東においては脇本層が広く分布している。

 潟西層(洪積世)と神積層の区分については,陸かよび潟域にかいては一応明確にしたが,海域
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 内の両層の区分については今後の調査にまたなければならない。陸冷よぴ潟域における潟西層侵蝕
 薗の形状冷よび層厚は,鮪川層とほぼ同様に,侵蝕面の深いところほど層厚が厚く,浅いところ砥
 ど薄くなっている。米代川河口,八郎潟北西部,八郎潟東部,船越水道付近(八郎潟南頭部)かよ
 び秋田港付近に誇いて深い盆状を呈する一方,能代・釜谷間,福米沢・大谷地仲間に北々東方向の,
 追分・大崎沖間に北々西方向の,追分・大溝水問,追分・飯島閲に南北方向をもつた潟西暦による
 帯状の葛まめが存在する。

 潟西層は殆んど水平層に近ぐ,層厚の最大は150班で堆積物は下部に沿いては礫・粗粒砂を主体
 とし,上部は砂・シルト・粘土・泥炭を主体とした陸水性堆積物で貝イヒ石としてはヤマトシジミを
 産するのみであるが,植物化石は多い。最近,潟西層の下部と異相の貝イヒ石を多量に含む海成麟が
 八郎潟北西部の釜谷地にかいて報告されている。潟西暦中の泥炭の花粉分析から現在の気候よ力も

 寒冷な気候でopenwater.areaに沿ける堆積であることを示している。
 神積層は八郎潟,能代寿よび秋田低平地域に分けてみると,八郎潟域にかいては福米沢・大谷地

 沖沿よび追分・大崎沖の潟西暦の帯状の高まりによって三つの堆積層に区分されて,東部・北西部・
 南西部に分けられ,東部においては一般に軟質シルト・粘土が主体で約5脇の暦厚を有し,貝化石

 は下部から03潔θα,勇4σoo惚。,地顔σ沿よびCOr扉。躍αの四層に区分されている。北西部に冷レ、
 ては,下部はシルト・粘土を主体に一上部は砂質になっている。南西部に於いては,下部は砂・礫・

 粘土を主体とするが上部は砂丘砂に覆われ,東部の堆積相とは払戸東方に論いて指交している。能

 代地域は米代川の河口部をなし砂・礫・粘土を主体とするが特に浮石質に富んでいることが大きな

 特徴といえる。能代地域の沖積層の層厚は本地帯全域を通じ最も厚く約ioOπとなっている。秋田

 低平地域に冷いては,雄物川沿いに帯状の沖積平地を作り,砂・礫・粘土を主体とし,秋田低平地
 域北部に沿いては地表近くに広範囲に泥炭層が分布している。秋田港付近で約50卿の層厚を有する。

 秋田北部沿摩地帯に牽いては,北部に米代川河口から安田にい渡る北部砂丘帯,南部は脇本から雄

 物川河口にいたる南部砂丘帯と呼ばれる砂丘が発達している。この二つの連砂州によって八郎潟が

 海域から分離されている。北部砂丘帯は能代・釜谷聞の潟西層の帯状の高まりを被覆して順次南方

 へ佛、卜陵発達させていることが砂の粒度分禰から明かになった。砂丘砂の根源は米代川から流崩し

 た漂砂であり,これが沿岸底流および卓越した北西の季節風によって運搬,移動がおこなわれ砂丘

 が成長している。南部砂丘帯においては主として雄物川から流出した漂砂が沿岸底流によって北上

 し,追分・大治水,追分・飯島,追分・大崎沖の潟四/蕾の帯状の高まりにさえぎられ沿岸洲を北西

 方向に発達させ海岸線に砥ぼ並行の砂丘列を発達せしめている。一方脇本から東方に向う砂丘列も

 みられ,南部砂丘帯はこの二方向から砂丘が発達し,船越水道付近で合流し連砂洲を形成している。

 南部砂丘帯には8列の砂丘列がみられ,砂丘砂中に火山灰の混入する腐植土層のみられるもの,包
 含されている遺跡・建物から砂丘の生成の時代について考察を行なった結果,砂丘は縄文期から今
 日にいたる間に生成されたものであることがいえよう。

 潟内の沖積層中に火山灰層がみられ,砂丘砂中の腐植土諭よび段丘上における腐植土はいずれも
 寒風火山の噴火降灰によるものと考え地質的編年を行い,さらに八郎潟内の有孔虫,二田および飯
 島の坑井から採取された貝化石から八郎潟域諭よび付近の堆積環境についての考察をこころみた。
 さらに本地帯に齢ける段丘の生成過程についてみると,110窮冷よび80耽段丘は潟西階,60卿,40
 %20魏,10肱5%25πの段丘はいずれも現世のものであり,潟西階の段丘は陸水域,60窺,
 40%20πの各段丘は海成段丘であるが,エ0π,5π段丘は海岸部のものは海成なるも,八郎潟周
 辺にお・いては2、5窺段丘とともに湖成段丘となっている。

 別表は,秋田地方に蔚ける第四系の岩相,含有化石.地形的要因などをとりまとめ,その地史的
 経緯をとりまとめたものである。

341



 低平地域においては鮪川層堆積以降継続的に沈降をしている地域と,下部に存在する構造の反映

 を受けて部分的に隆起・沈降をしている地域の存在が明瞭になってきた。すなわち,米代川河口,

 八郎潟東部・船越水道付近から秋田港口にいたる問にかいては鮪捕虜・潟西層・沖積層がいずれも
 厚ぐ堆積し,一方,背斜構造の上部にあたる能代・釜谷・福米沢・大谷地沖,追分・大崎沖の潟西

 暦の高まりの上位には砂丘砂が東方に流出するのを妨げている。本地帯に冷ける地盤変動は潟西北

 部台地に諭ける地塊傾動,昭和14年5月の男鹿地震による地変,八郎潟周辺にむける水準点におけ

 る垂直変動の調査に慶いて,八郎潟北端の大臼,東南岸の一日市・大久保・船越水道に沿いては沈

 降し,西岸・西南岸の大崎,東北岸の鹿渡・鵜川に聡いては隆起していることが明確になった。さ
 らに,海域における背斜軸上に冷ける現世堆積物の薄仕,向斜誇よび断層にそった地帯に診ける現

 世堆積物の厚イヒ等の現象など地質構造と現世堆積物分布との関連を見思すことができた。

 このように,秋雲北部沿岸地帯に沿いては第三紀造山運動の影響を受け,運動が今日まで継続し

 ていることはあきらかである。また,低平地域に語ける第四系もこれらの運動に強ぐ関連をもつて

 いることがあきらかになった。
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 段丘,砂丘,海進ナ海退,沖積層分類関連表

        区分対海面昇降海岸砂堆積物八郎潟堆積物段丘火山014その他

        在上昇(10π～2吻)海進砂州,砂丘,南部砂丘拓6～拓8生成北部砂丘帯最渤列浜砂三角州の発達Coめ∫磁」α湖,砂,泥,ヘド・層,現在の八郎潟中低かん水域2.5窺5π10卿
        師睾恵代上昇(1吻)海進砂州,砂丘北部砂丘群のトンボ・完成三角州の生成Rαe雄湾砂土泥,ヘドロ,潟牝傾向高かん内湾20π(海岸)寒風山の噴火(?)
        縄文生代上昇(20鍛)砂州,砂丘形成帯南部砂丘妬4～5生成,南部砂丘トンボ陰完成寒風山の噴火降灰
        晩期海進毎αco規α湾砂,シルト,外海へ,高かん水内湾40卿(海岸)OJ砂α飯島,二田、如αぬrα安田
        後期上昇(20鋤)寒風山の噴火

        中期海進上身砂州,砂丘形成,南部砂丘茄1～3ン北部砂丘,帯の中央部完成
        前期海進0∫君rεα湾砂,泥,高かん水内湾60勉(海岸)8,060士300B・P
        早期上昇(50卿)古代八郎潟内陸淡水湖噴火

        西階上昇潟西湖(内陸淡水湖)潟西層の堆積80卿1エ0窺噴火(?)24,300士1150年B.P一
        谷地期海進瀕海性堆積物

        lrl昆比上昇瀕海～沿岸性出紘磁藁
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論文審査要旨

 狩野豊太郎提出論文ばF秋田県北部沿岸地帯の第四系」と題して,8章233頁からなっている。

 第1章は研究目的及び研究史,第2章は研究の方法,第3章は調査地域の地形,第4章は秋田湾並

 びに能代沖の海底地形及び海底地質,特に新第三紀層の侵蝕面,第6章は第理系の地質,特に砂丘,
 並びに段丘,第7章ぱ地質構造並びに構造発達史,第8章結論,等を級っている。

 研究目的は次に述べる,従来未知であった諸問題の研究である。即ち,第四系の基盤侵蝕面の地

 形,第四系の堆積面並びにその供給源,第四系の麟位,分布発達,古生物並びに堆積物の検討,地

 質構造並びに発達史,更に男鹿半島北部及び南部海底の地質とその構造が,同半島に分布する第三

 紀層との間にもっている構造地質学的関係,北部沿岸に分布する砂丘並びに八郎潟の発達等である。
 研究方法としては,一般野外調査の他に,2,500本のボーリング試料と,堆積物の堆積学的研究,

 化石有孔虫,軟体動物並びに花粉の古生物学的研究,海底ボーリング試料,音波探査(スパーカー)

 潜水調査,堆積物の調査等を行った。

 これらの研究を通して,第三紀膚侵蝕面の深度は,米代川に於て一250物,船越では一150鍛,

 秋田港に於て～100%であって,更に能代沖及び秋田湾沖にも第三紀層侵蝕面がよぐ発達すること

 が明らかにされた。第三紀屠は陸上では調査地域の東側並びに西側の男鹿半島東部に発達するので,

 中央に南北方向に不安定な低地帯の存在することを確めた。この低地帯に於て,第四紀堆積物の厚

 さが不規則であることは,基盤侵蝕面の深度並びに構造運動に支配された結果であることを指摘し

 た。

 調査地域内第四系堆積中には,5つのbarrierによって,小さな堆積盆地のあったことを推察し

 ている。何れの盆地にも,堆積物の厚さ及び横の変化,含有化石の垂直・水平分布,並びに堆積環

 境に違レ、のあったことを指摘している。

 調査地域の北部並びに南部に於て,砂丘がよく発達し,これらの配列,発達,並びに分布及ぴ堆

 積学的砺究により,何れも供給源は川によって運搬された砂が,風,波並びに海流によってbarτier

 となり,その後隆起したと指摘している。

 発表ずみの論文がi4篇あるが,何れも本研究に関係あるものである。

 よって審査員一同は,狩野豊太郎提出論文は騨博士の学位論文として合格と認める。
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